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る し じ E-162E 
取扱 説明 書 保証 書付 ww 


この だ び は シャ ー プ PC-1500 プ PC-1501 用 イン ター フェ イス <CE-162E? を お 買 
いあ げ い だ だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し だ 。 

本 機 は 、PC-1500ZPC-1501 と プリ ンタ な ご を 接続 する だ の の パラ レル イン ター フ 
エイ スズ 、 お よび PC-1500 プ PO-1501 と カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ ー な ど ご を 接続 する 
だ め の カ セッ トイ ンタ ー フ ェ イ ス の 2 つの 機能 を 持つ だ イン ター フエ イス で す 。 
PC-1500 プ PC-1501 と プリ ンタ を 接続 する こと に より 、 プロ グラ ム や 実行 結果 な ご 
を 書き 出す こと が で きま す 。 

まだ 、 テ ー プ レコー ダー な ど と 接続 すれ ば 、 プ ログ ラム や デー タダ タ な ど を 記録 し だり 、 
読み 込ん だ りす る こと が で きま す 。 

さら に 、 本 機 は 内 部 に カタ カナ デー タダ を 持つ て いま す の で 、PC-1500 プ PC-1501 に 
接続 し た と き は 、 カ タカ ナガ が 使用 で きる よう に な り ま す 。 

本 機 を 正しく お 使い い を だく だめ に 、 こ の 取扱 説明 書 を よく お 読み くだ さい 。 

な お 、 ご この 取扱 説明 書 は 、「 シ ャ ヤー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 と と も に 、 
秒 ず 保存 し て くだ さい 。 万 一 ご 使用 中 に わから な いこ ご と が 生じ た と き 、 き つと お 役 に 
立ち ます 。 
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プリ ント リス ト の フォ ー マ ッ ト 
ら 。 イン ター ラフ エイ ス 仕 様 

(4) コネ クタ ・ コ ネ ク ダ 信号 
ツイ ミラ ゲ プチ ャ セード 

(9 電気 的 条件 


お あお ねがい 


e 本 機 は 精密 部 品 で 構成 なれ て いま す の で 、 直 稀 日 光 の 当たる 場所 (特に 車 の 中 で は 非常 に 温度 が 高く な 
る こと が あり ます ) や 、 暖 ぼう 器具 の 近く な ご ど 、 高 温 に な る 場所 に 置か みい で こ だ さ い 。 
まだ 、 怠 激 な 温度 の 変化 、 低 湿 、 湿 気 、 ホ コリ 、 曲 げ 、 ヒ ネリ 、 強 い シ ョ ッ ク な ど は さけ て お つが いこ ぐ 
だ さい 。 
改 障 な どの 原因 に な る お それ が あり ます 。 

@ 本 機 の 接続 端子 (コネ クタ ) の ピン な ど に 触れ な いで くだ さい 。 
静電気 な ご に より 内 部 の 素子 を こわ す お それ が あり ます 。 

e お 入れ の 際 は 乾い だ 桑 らい 布 を 使用 し 、 ベ ンジ ン 、 シ ン ナ ー な どの 揮発 性 の 液体 や め ぬ れ ぞ うき ん な 
ご を 使用 し な いで ぐだ さい 。 揮発 性 の 液体 やめ ぬ め ぬれ ぞ うき ん な ど は 本 機 を いた め る こと が あり ます 。 

e 本 機 を 分 解 し な いで ぐだ さい 。 万 一 故障 の とき は 、 お 買い あげ の 販売 店 ある い は 「 シ ャ ヤー プ サ ー ビ ス ・ 
お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 に 記載 の も より の サー ビス 会 社 へ 本 書 を そえ て ご 持参 こく ださい 。 


本 機 の 持つ て いる 命令 を 用 いて プロ ブラム を 作成 する 場合 は 、 本 機 と 計算 機 (PC-1500 プ PC-1501) 
を 秒 ざ 接続 し て ぐだ さい 。 
接続 せ すず に プロ ブラ ム を 作成 する こと は で きま せん 。 


まだ 、 本 機 と 計算 機 を 接続 し て プロ ブラ ム を 作成 し た あと 、 計 算 機 を 取り は ず し て プロ ブラ ム を 見 
だ と き は 、 詩 算 機 ガ 持つ て いな い 命 令 は -ー マー ク に 変換 され て 示さ れ ま す 。 
だ た だ し 、 も う 一 度 本 機 と 接続 すれ ば 、 も と の 命令 に も どり ます 。 


evs( ざ 注意 < お ね が じ ) みい ペン の の 9 の MnSebR 
? @ こ の 取扱 説明 書 の 内 容 は 改良 の だ め 予 告 な ご 変更 する 場合 が か あ り ます 。 

e 本 機 は 非常 に 複雑 な 機能 お よび 組合 せ を 有する 製品 で あり 、 出 荷 に 際 し て 取扱 説明 書 を 含め 十分 
な チエ ッ ク を し て 万 全 を 期し て お ありま す が 、 万 一 ご 使用 中 ご 不審 な 点 ・ お 気づき の こと が あり ま 
し た ら も より の シャ ー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 まで ご 連絡 くだ さい 。 
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CE-162E と PC-1500 プ PC-1501 と の 接続 万 法 


ーー ーー プリ ンタ イン ター フェ イス 用 コネ クタ 
(アン フェ ノー ル (DDK)57-30360 相 当 ) 


電池 カバ ー 


リモ ー ト スイ ッ ツチ 
計算 機 接続 用 コネ クタ 


CE-162E ソ 
< 
きき 
ー コネ クタ カバ ー 
計算 機 お けら CE-162E を 取り は ず し た とき は PC-1500 プ PO-1501 
この カバ ー を 計算 機 接続 用 コネ フタ に 取り つ 
け て ぐだ さい 。 


e C ビ -162E と 計算 機 (PC-1500 プ PC-1501) を 接続 する と き は 、 計 算 機 の [OFF] キ ー を 押し て 電源 を 
オフ に し 、 図 の 矢印 の よう に 計算 機 を コネ フタ に 接続 し て くだ さい 。 


CE -162 上 こと 計 算 機 を ネジ 留め する と き は 


CE -162E と 計算 機 を ネジ 留め する と き は 、 ま ざ 、 下 図 1 で 示し ます 計算 機 の ネジ を 2 本 取り は ず し て ぐ 
だ さい 。( 取 り は ず し た ネジ は CE-162E を は ず し た と き ふ だ だ び 使用 し ます の で 保存 し て お いて ぐだ さい め 
そし て 、CE-162E と 計算 機 を 接続 し 、 付 属 の 固定 ネジ で 留め て こく だ さい 。 


図 1 図 2 


ネジ (取り は ず し ます ) 付属 の 固定 ネジ で 
計算 機 裏 面 留め ます 。 


PC-1500 プ PC-1501 


CE -162E 


リモ ー ト 用 電池 の 入れ が だ 


本 機 は 、 テ ー プ レコ ー ザ ダー の スタ ー ト ・ ス トッ プ を お こなつ だ め の リ モー トド 機能 を 持つ て お り 、 そ の 機能 
を 動作 させ る だ め の 電 源 と し て 、 単 3 き タ イプ 乾電池 を 1 本 入れ ます 。 
e 遇 電池 は 次 の 図 の よう に 、① む 、 つ 〇 を まち が えな いよ うに 入れ て ぐだ さい 。 


っ と 

に 
Sc 

電池 の 交換 時 期 三 


リモ ー ト 用 の 電池 が 消耗 し ます と 、 テ ー プ レコ ー ダ ー の リモ ー ト 制御 を お こ な わ な こぐ な り の ます 。 
し た が つて 、 記 録 や 転送 よど を お こなつ て いる と き 、! リ モー ト が ガ が 働 ら か な ぐ な つ だ と き は 、 電 池 を 交換 し 
て ぐだ さい 。 


な お 、 乾 電池 は 新しい も の で も 2 年 以上 使用 し ます と 液 も れ な ご ど が お こる こと が あり ます の で 、2 ら 年 ご と 
に 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 

(ご 注意 〉 

e 消耗 し だ 電池 を その まま に し て お きま すこ と 、 電 池 の 液 が も れ て 計算 機 を いた め る こと が あり ます 。 

e 吉池 を 次 中 に 没入 し な いで ぐだ さい 。 次 中 に 投入 する と 破裂 する お それ が あり ます 。 


責 乾電池 は 次 の ツタ イプ を お 使い くだ さい 。 
単 3 タ イプ 乾電池 1 本 
(乾電池 取扱 上 の ご 注意 〉 
電池 は 誤 つ だ 使い か だ を し ます と 、 液 も れ や 、 破 むつ する こと が あり ます の で 、 次 の 点 に つい て 特に ご : 
意 く だ さい 。 
④ 電池 の プラ ス ゆ と マイ ナス 〇 の 向き を 本 機 の 表示 通り 正しく 入 れれ て ぐだ さい 。 
© 電池 は 使え な ぐ な つ だ り 、 長 時 間 使 わな いと き は 本 機 が ら 取り 外し て ぐだ さい 。 
③ 電池 に は 充電 式 と 充電 式 で な いも の が あり ます 。 電 池 の 注 意表 示 を よ ぐ 見 て ご 使用 くだ さい 。 


プリ ンタ イン ター フエ イス 


本 イン ター フエ イス は 、 セ ント ロニ クス 社 規格 準拠 の パラ レル イン ター フエ イス で 、 同 じ ぐ 同 規 格 に 準拠 

し た 、 は ん 用 プリ ンタ と 接続 し て 、 プ ロブ ラム の リス ト 、 計 算 結 果 の プリ ント な ご が で きま す 。 

e は ん 用 プリ ンダ の 全て が 、 本 機 に 接続 し て 所 望 の 動作 が お こ な え る と は 限り ませ ん の で 、 ご 使用 に 際 し 
て は 、 本 取扱 説明 書 及 び プ リン の 仕様 書 お な ど を よ ぐ お 読み の うえ 、 そ の 適合 性 を イン ター フエ イス 仕 
様 に も と づい て 十分 確認 し て くだ さい 。 


= ニプロ プラ ム の リス ト と プロ グラ ム 例 = 

本 機 を 使用 する こと に より 、CE-515P、MZ -1P92、 MZ-1P03、 MZ-1P94、MZ-1P5、MZ-1P% 
な どの プリ ンタ で 、PCー1500 プ PCー1501 の プロ プラ ム を リス ト し たり 、 負 理 結果 を プ リン ト し だ りす 
る こと が で きま す 。 

難 命 令 な ど を 説明 する 前 に CE -515P、 ま だ は ほ が の プリ ンタ を 使用 し て 、 プ ロブ ラム を リス ト す る 記法 
お よび 、 入 力 し だ 内 容 を EU 字 させ る プロ ブラ ム を 示し ます の で 、 参 考 に し て ぐだ さい 。 

〈 プ ログ ラム を リス ト す る 場合 の 操作 〉 

CONSOLE or 9IEmmR i 
LPRINT CHR$ &1B: “a”[ENTER| | この 操作 は CE-515P を 使用 する と き に 必要 な 操作 で 、TE 
LPRINT CHR$ &1B: いや Pb/[ENTER] | XT モー ド 、 文字 サイ ズ を 指定 し て いま す 。 


LLIST [ENTER] 


〈 プ ログ ラム 例 〉 
19 MA :CONSOLE の 9 の, の 使用 する プリ ンタ に 合わ せ て 、 終 了 
コー ド を 変更 し て くだ さい 。( 現 在 は 
29 CLEAR :DIM Z$ (の 9) *77 CR コー ド ) 
3 の 9 INPUT  *PRINT DATA や 7 , Z$ (9 の ) 
時 の 入力 され だ デー タ を プリ ント する プロ 
4 の IF Z$ お (の ) = ミ *. . .? THEN 7 の プラ ム で す 。 
5 の 9 LPRINT Z$ (9) 1 回 に 入力 で きる 文字 数 は 77 字 まで で 
す 。 プ ログ ラム を 終了 する と き は デー 
69 GOTO 29 と し て ヾ . . .? を 入力 し た あと 、 
7 NPUT “MEND イグ N) AS END や (Y ン N) と 表示 され だ と き 
80 IF A$<? WY’ THEN 20 PY [ENTER) SRY. 


99 END 


299 \Z/ :CONSOLE 9.9 

219 LPRINT CHR$ &1B: い a? 

229 INPUT \MOJI SIZE @ (a..0)” :BS 

239 IF (\a*>B$) 十 (B$> or ) THEN 22 グ | っ コプラ は GE-315P を 生け 
249 LPRINT CHR$ &1B: “や 7 二 B$ る と き 、TEX 丁 モー ド 、 文字 サイ ズ 、 
28 が 9 INPUT OOLOR WA や UG: GI jo の の こう フロ グラ AS 
269 IF ( い \9? >C$)+ (C$> い 3? ) THEN 259 

279 LPRINT CHRS &1B:CS 

289 GOTO 29 


1. 合 病 久 の 説明 
) CONSOLE 


書 式 _ CONSOLE 式 
CONSOLE 式 :, 式 。 
CONSOLE 式 」, 式 。, 式 。 


式 , に より 、 印 字 す る 場合 の 1 行 あ た り の 印字 桁 数 を 指定 し ます 。 
2 : 桁 数 は 無制限 
式 , の 値 三 1 1~15 : エラ ー 
16~225 : その 値 が 1 行 あ た り の 桁 数 に な り ま す 。 
式 。、 式 。 に より 終了 コー ド の 設定 を お こない ます 。 
( 注 ) 接続 する プリ ンタ に よっ て 、 終 了 コ ー ド が 異な り ま す の で 、 接 続 する プリ ンタ に 合 つ た コー ド を 選択 し て くだ さい 。 


終了 コー ド 

以前 に 設定 され て いた 終了 コー ド 
(QD 
LF (GA 


CR+CR (9D』, GD 
民生 し だ (9D』, FAN 
LF ドキ CR (9A』, FD 
に に キビ (GA GAN 


e 終了 コー ド は 、 キー に 相当 する コー ド で す 。 

( 例 ) LPRINT\ABC? と 操作 し だ 場合 の CONSOLE 指 定 お よび 送出 コー ド 例 
<〈CONSOLE 指 定 〉 < 送出 コー ド 〉 
CONSOLE 89, 9 ABC CR 


CONSOLE 8 の , の , 1 ABC CR LF 
人 し _ 実際 は アス キー コー ド て で 送出 され ます 。 


e 初期 状態 で は CONSOLE 8 の , の が 設定 され ます 。 


( 注 ) プリ ンタ は 一 般 的 に 1 行 分 の 印字 を お こない ます と 自動 的 に 改行 し ます 。 
し た が つて 本 機 で は CONSOLE 命 令 で 指定 され だ 1 行 分 の デー タ を 送出 し て も 終了 コー ド は 送 
出し ませ ん 。 
し た が つて 、CONSOL 命令 で プリ ンタ の 1 行 分 より も 少な い 桁 数 を 指定 する 場合 や 、 プ リン 
タ ガ 上 第 動 的 に 改行 し な い 場 合 は 14 ペ パー ジ に 説明 し て いま す 詞 法 で 、 自 動 的 に 終了 コー ド を 送出 する 
よう に 指定 し て ぐだ さい 。 


(2) ERL 


書 式 ERL 
エラ ー が 発生 し だ ライ ン ナ ン バ ー を 得る 関数 で す 。 
ご の 病 令 の 実行 に より 、 次 の 値 が 得 ら れ ま す 。 
2) : プロ グラ ム 実 行 に よる エラ ー は あり ませ ん 。 
1 65279 : 得 られ だ 値 の ライ ン で エラ ー が 発生 し まし た 。 


3) ERN 


書 式 ERN 
エラ ー が 発生 し だ あと 、 そ の エラ ー コ ー ド を 得る 関数 で す 。 
この ⑰ 令 の 実行 に より 、 次 の エラ ー コ ー ド が 得 ら れ ま す 。 
0 ~255 
eERN、 ERL 命 倒 は 通常 エラ ー 処 理 に 用 いら れ ま す 。 
( 例 ) 
ON ERROR GOTO ~ て エラ ー 時 の ジャ ヤン プ な どの 指定 
% 
AD の 計算 て エラ ー が 発生 し だ 場合 、ON 
5 ERROR 命 信じ に より 、 エ ラー 処 
END 理 ル ー チ ン ヘ ジャ ヤ ャ ンプ させ 、 改 要 
な 処理 を お こ な っ つて 復帰 さま せま す 。 
D=0 の と き ERN は 38 
A グ D が オー バー フロ ー の と き a 
L し = テニ ERL, N=ERN 
IF N=38 エラ ー 処 理 :GOTO し エラ ーー 処理 ルー チン 
IF N=37 エラ ー 処 理 : GOTO L 


a FEED 


書 式 FEED 式 

式 の 値 (1 一 65535、 整 数 部 の み 有 効 ) で 示さ れる 数 の 終了 コー ド を 送出 し ます 。 

し だ が つて 、 プ リン タダ は その 行 数 分 の 紙 送 り を お こない ます 。 

な お 、 式 は 省略 する こと が で き 、 そ の 場合 は FEED 1 と 指定 し だ 場合 と 同じ こ な り ます 。 


5)  LPRINT 


書式 の 。 LPRINT 式 
指定 され ね を デー を アス キー (J 15S) コー ド で 送出 し ます 。 
書式 の LPRINT 式 : 式 oo oc 
LPRINT 式 : 式 :…… CS 
式 の 間 ガ : (セミ コロ ン ) で 区 切ら れ て いる と き は 、 そ れ ぞ れ の デー タ が 続い て 送出 され ます 。 
最後 が : で 終 つ て いる と き は 、 終 了 コ ー ド を 送出 し ませ ん 。 
書式 ③ LPRINT 式 , 式 。 ek ’ 式 
式 の 間 ガ , (コン マ ) で 区 切ら れ て いる と き は 、 指 定 さ れ て いる デー タ が 、 決 め ら れ だ ゾー ン ご と に 印字 
され ます 。 
し た が つて 、 最 初 の デー を 送出 後 、 炊 の デー タ が ガ 、 炊 の ゾー ン の 先頭 に こる よう に 、 ス ペー スコ ー ド を 
送出 し ます 。 
ゾー ン の 桁 数 は ZONE 命令 で 指定 する こと が で きま す 。 (初期 状態 で は 1 ゾー ン 13 桁 に 設定 され ます 。) 


Ca can ca ceri mi 


EE アー ロロ 茨 ーーー- 


( 例 ) LPRINT YABCY , “DD” , NEF” 


スペ ー ズ ズ ベベ ペー デス 


(EE テー いい 居 )--- 
mm 
き EE テ ー ロ い 落 一 > 「 


@ デー ツ が 、 1 ゾー ン の 桁 数 より 長い 場合 は 、 次 の ゾー ン に またがり の ます 。 
e 書式 @ こ ③ を 組み 合わ せ て 用 いる こと も で きま す 。 
( 例 ) LPRINT 1 の : 2 の , 3 び 


書式 ゆ LPRINT 
終了 コー ド の み を 送出 し ます 。 
だ だ し 、 終 了 コ ー ド が 送出 され だ 直後 で は 、 無 視 さ れ ま す 。 


書式 6 LPRINT TAB 式 : 
LPRINT TAB 式 


ご の 形 で は 、 下 図 の よう に 指定 し な 式 の 値 で 示さ れる 位置 まで スペ ー ス コー ド を 送出 し ます 。 


ーー TA 日 式 に より 指定 され だ 桁 数 一 一 > 


| 終了 コー ド 以 後に 送出 され だ 終了 コー ド 以 後 、 
終 デー タ の 桁 数 TAB 式 に より 指 
F 定 さ れ だ 桁 数 に な 
7 る まで スペ ー ス コ 
ド ー ド を 送出 

の 

出 

カ 


終了 コー ド 以 後に 送出 され た デー タ の 桁 数 が 、T AB 式 に より 指定 され だ 桁 数 より も 多い 場合 は 、 ま ぎ 終 
了 コ ー ド を 送出 し 、 そ の あと 、T A 選 式 で 指定 され て いる 桁 数 分 の スペ ー ス を 送出 し ます 。 


TAB 式 に より 指定 | TAB 式 に より 指定 
され だ 桁 数 され だ 桁 数 


次 の デー タ の 送出 


終了 コー ド 以 後に 送出 され だ | スベ ー ス コー ド 送 出 
) ーー 本 終 
? デー タ の 桁 数 ? 
1 1 
ド ド 
送 
出 


( 注 ) TAB 式 の 値 は C じ ONSOLE 命 令 で 指定 し た 1 行 の 桁 数 より 小さ べく お なけれ ば な り ま せん 。 
な お 、CONSOLE の が 指定 され ね て いる と き は 、 式 の 値 を 255 以 下 に し て くだ さい 。 


書式 6 LPRINT _ USING フォ ー マ ッ ト 指 定 : 
US |1NG 病 令 を LPR INT 文 の 中 に 入れ る こと が で きま す 。 


(プロ グラ ム 例 ) 
プリ ンタ は 、 1 行 が 80 桁 で 、80 個 の デー タダ を 受け 取る と 自動 復帰 改行 し 、 ま だ 、CR コ ー ド に よっ て 復帰 
改行 する も の と し ます 。 


CONSOLE の, の 
ZONE 16 

PRINT "8* 
PRTINT NR M2 < 
LPRINT 


LPRINT USING EEE FE 1. 234, 
USING;—5,“ABCDEFGHIJKLMNOPOQORS %, バグ? 
に 
En っ > NC BE FY 

LPRINT TAB(1 の ) ; *PRINTER? 

END 


RUN に て 実行 開始 。 


1 9 ライ ン : 1 行 あ た り の 桁 数 指定 を 解除 。 

終了 コー ド は CR コー ド (CONSOL 文 参照 

:LPRINT の デー タ 区 切り が , (コロ ン ) の と き の 1 プロ ッ ン 長 を 16 桁 に 指定 し ます 。 

(1 ゾー ン を 16 桁 に 指定 。ZONE 文 参照) 

ライ ン : の? を 送出 し て 、CR コ ー ド を 送出 。 
ライ ン : “1 7. の? を 送出 。 終了 コー ド は 送出 し な い 。 

59 ラ イン : 終了 コー ド を 送出 。 
ピッ 
a 


NN 
©Q 
MI 
ユ 
に 


イン : US 1 NG フォ ー マ ッ ト に し だ が っ だ デー タダ を 送出 。 
イン : “9" ~~*F^ の コー ド を ブロ ッ ク 単 位 に 送出 。 

きき れい に 揃う の は 、 プ リン タタ の 1 行 80 桁 が 1 ゾー ン の 桁 数 16 桁 で 割り 切れ ね る だ めで す 。 
8 9 ライ ン : 左端 か ら 11 番 目 よ の り “PRINTER” コー ド 列 を 送出 。 


PRINTER 


( 注 1) NUL コ ー ド (= ググ りり を 送出 する に は 、 LPRINT CHRS (⑦) で お こなつ て ぐだ さい 。 
LPRINT AS (だ だ し 、A お =CHRS( の )) と 指定 し な 場合 は 無視 され ます 。 


CS EL 0 5 よ 


プロ グラム を アス キー (J 1S) コー ド で 送出 し ます 。 

ライ ン ナ ン バ ー は 5 桁 の デー タ ガ ら 成り 、 ラ イン ナン バー が 4 桁 以下 の と き に は 、 不 足 分 の 数 だ け ス ペー 
スコ ー ド を 送出 後 ラ イン ナン バー を 送出 し ます 。 

そし て 、 ラ イン ナン バー 送出 後 、 ス ペー スコ ー ド を 送出 し 、1 ライ ン の テキ スト の 内 容 を 送出 し ます 。 

( 例 ) 次 の プロ グラ ム の 送出 形態 


1 り 9 REM ネネ ※ 玉 PRINTER ネ ネネ 玉 
65279 END 


※ 終 了 コ ー ド が CR コー ド に 指定 され て いる 場合 で す 。 


書式 の LLIST 

和信 プ ログ ラム を 送出 し ます 。 

書式 の LLIST 式 

指定 し た ライ ン ナ ン バ ー あ る い は ラベ ル の プロ グラ ムラ イン を 送出 し ます 。 
書式 LLIST 式 , 式 

式 , ガ ら 式 > まで の プロ プラ ムラ イン を 送出 し ます 。 

な お 、 式 」 ま だ は 式 。 を 省略 する こと が で きま す 。 


LLIST, 式 

プロ ブラム の 先頭 より の 式 。 の ライ ン ま で の プロ グラム を 送出 し ます 。 
LLIST 式 , 

式 , の ライ ン よ り の 最後 の ライ ン ま で の プロ グラム を 送出 し ます 。 


( 注 ) プロ グラム が 無い と こき に は “>” 表示 に な り ま す 。 


(プロ グラ ム 例 ) 


YA” REM ネネ D1SPLAY* ネ ネネ \* 
CLS :WAIT の ひ 


了 RE GOTO 39 この プロ グラ ム 例 は 、 プ ログ ブラ 
A$=1NKEY プロ グラ ム ④ スム っ 
IF A$<CHR$ 32THEN 49 ム ②@ を MERGE 命 令 に より 、 


PRINT AS: 読み 込ん だ も の で す 。 

GOTO 3 の プロ プラム ⑦ で は 、 ア ルフ ァ ベ 
ツ ト や 数 字 キ ー ガ 押さ れれ ば 、 

ネネ PRITNTER オ A ネネ * その キャ ラク タ (文字 や 記号 ) 

IF INKEY$ GOTO 39 を 表示 し 、 プ ログ ラム ②@ で は 、 

B$=1NKEY$ プロ グラ ム @ る キー が 押さ れれ ね ば 、 そ の キヤ ラ 

IF B$<CHR$ 32THEN 4 の クタ コー ド を プリ ンマ へ 送出 す 


LPRINT BS::GOTO 39 0 
END る 内 容 で す 。 


プリ ンタ へ の 送出 内 容 


LLIST [ENTER| 全 プ ログ ラム 
LL 1ST 29 [ENTER | | 29 CLS :WAIT の の み 


LLIST\B* , 39 [ENTER| | 1 の 9\B7 REM ネネ **PRINTER* ネ ネネ 
29 FEED 
| 39 IF INKEY$ GOTO 39 


| 1 の 9 の ヾ AZ REM ネネ DI1SPLAY ネ ネネ 
LISP 29 CLS :WAIT の 


LLIST ヾ B” , [ENTER] 19 “B” REM ネネ ※*※ ネ PRINTER ネ ネ 玉 
2 PEED 

3 |F INKEY$ GOTO 3 の 

4 の 9 B$=INKEYS$ 

5 の 9 IF B$<CHR$ 32THEN 4 の 
69 LPRINT B$:;:GOTO 3 の 
ZV END 


(2) PRINT#ー9, 


LPRINT 命令 と 同じ 働き を し ます 。 


SPACE$ 
書式 SPACES 式 


式 の 値 (0O~31 、 整数 部 の み 有 効 ) で 示さ れる 数 の スペ ー ス を 指定 し ます 。 
( 例 ) LPRINT YABCY : SPACE$ 19: “DEF” 
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QQ ZONE 


書式 。 ZONE 式 
式 の 値 (1 31) で 示さ れる 桁 数 が 、 デ ー タ を 印字 する 場合 の ゾー ン の 桁 数 と し て 設定 され ます 。 (初期 状 


態 で は ZONE 13 と 同じ に な り ま す 。 
@LPRINT 文 で 、 デ ー タ の 区 切り を , (コン マ ) で 指定 し ます と 、ZO 〇 NE 命令 で 設定 され だ 桁 数 を 1 
つの ゾー ン (プロ ッ ク ) と し て 区 切り 、 首 デー タ ガ 省 ゾー ン ご と に 印字 され る よう に 送出 し ます 。 
( 例 ) 1 の 9 ZONE 16 
289 LPRINT ABO , DE” 。 “FGHTIJ* 


ソー ン @ ゾー ン 1 ソー ン 2 
トーーーーーー 16 桁 ーーーーーー ヶ |<ーーーーーーー16 桁 ーーーー**ーーーーーーーー16 折 ーー 
ABC DE FGH1J 

スペ ベー ス (13 桁 ) スペ ベース (14 桁 


この 例 で は 難 ゾー ン ガ 16 桁 に 設定 され ね ます 。 そ し て 、 最 初 の デー タ A BC を 送出 後 、 次 の デー タ DE ガ ゾ 
ー ン 1 の 先頭 に こる よう に スペ ー ス コー ド を 送 つ て が ら D ヒ を 送出 し ます 。 同様 に デー タ FGH | J ガ ゾ 
ー ン 2 の 先頭 に こる よう に スペ ー ス コー ド を 送り ます 。 


ーー ふ 
2. エラ ー コ ー ド 
本 機 に 関す る エラ ー は 次 の 3 種類 ガ が あります 。 


内 容 

LPR 1INT お よび PR 1NT#ー9, 文 に お いて 、 そ の 出力 デー タ を US |I NG 指定 (フォ ー 
マッ ト 指定) に し を が つて 印字 する こと が で き な お い 。 
LPRINT 文 で 、TAB の 指定 が 正しく な い 。 
(例え ば 、 指 定 値 が CONSOLE 命 令 で 指定 され て いる 1 行 あ た り の 桁 数 を 超え て いる ) 
④ デー タ を 送出 し よう と し た と き に 、BUSY 信 号 が 約 10 秒 以上 "ハイ" 状態 に な つて いる 。 

ご の よう ね な 状態 と し て は 、 

e プリ ン が 接続 され て いな い 

e プリ ンタ の 電源 が 入っ つて いな い 


e プリ ンタ が BUSY 中 

e プリ ンタ が ペー パー エン プティ に な っ つて いる (ペー パー が な い ) 

e プリ ンタ エラ ー 

な ど が 考え られ ます 。 

も し 、 プ リン が 正常 動作 で 、 約 10 秒 以上 も BUSY に な る よう お 場合 は 、 ソ フト ウェ ア で 
時 間 調 整 を ひか ける ガ 、ON ERROR お よび ERL 文 を 使っ て 処理 する よう に し て ぐだ 


さい 。 
ACKNLG 信 号 に より ハン ド シ ェ イフ を お こなつ っ つて いる と き 、 デ ー 々 送出 後 約 10 秒 を つて 


も ACKNLG 信号 が “ロウ” に な ら な い 。 


3. プリ ンタ 接続 に お ける 選択 内 容 と 諸 注意 


④ 終了 コー ド に つい て 
接続 する プリ ンタ に よっ つて 、 終 了 コ ー ド (ある い は 印字 開始 コー ド ) が 異な り ま す 。 
本 機 は 炊 の 種類 が 選択 で きま す の で 、 接 続 する プリ ンタ に 合 つ た を コード を 選択 し て くださ い 。 
CR (gD 
LF (9As) 
CR+LF (9Di, AN 
(選択 方 法 は ら ペ ー ジ の CONSOL 命令 の 説明 を 参照 し て くだ さい 。) 
② ACKNLG 信 号 に つい て (ACKNLG : ACKNOWLEDGE) 
本 機 は 通常 BUSY 信 号 に よる ハン ド シ ェ イク を お こない ます が 、 接 続 す る プリ ンタ ガ が AOCKNLG 
信号 を 送る こと が で きる 場合 は 、 こ れ を 利用 し た ハン ド シ エ イク を お ご な うこ と が で きま す 。 
ACKNLG 信 号 を 利用 すれ ば 、BUSY 信 号 の み の 場合 より も 高速 で デー タ の 送出 が 可能 に な り ま 
豆 。 
(選択 方法 は 14 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。) 
③ 終了 コー ド の 自動 送出 に つい て 
一 般 的 に プリ ンダ は 、 1 行 分 の E 字 を お こない ます と 、 自 動 的 に 改行 し ます 。 
し ただ が つて 、 通 常 本 機 は ひじ ONSO し 命令 に より 指定 され て いる 1 行 分 の デー タ を プリ ンタ に 送出 
し て も 、 終 了 コ ー ド は 送出 し ませ ん 。 
し だ が つて 、 も し も 接続 する プリ ンタ が ガ 特 動 的 に 改行 し な い 場 合 や 、 プ リン タ の 1 行 の 桁 数 より も 、 
CONSOLE 命 令 に より 指定 され る 1 行 の 桁 数 が 少な い 場 合 な ど ご では 、1 行 分 の デー タ を 送出 後 、 
自動 的 に 終了 マコ ー ド を 送出 する よう に 指定 する 必要 が あり ます 。 
(指定 方 法 は 14 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。) 


④ 本 機 こ PC-1500 プ PCー1501 を 接続 し て いる こき は 18 ペ ー ジ に 示し て いま す キ ヤラ クタ (文字 、 数 
字 、 記 写 な ど ) を 表示 させ る (使用 する ) こと が で きま す が 、 本 機 に 接続 され る プリ ンタ に よ つ て は 、 
その プリ ンタ が ガ 持 つて いる キヤ ラク と 本 機 が 持つ て いる キヤ ラク タダ の コー ドガ ー 致 し な い 場 合 が あ 
り ま す 。 
まだ 、 互 い に 相 が 持つ て いな い キ ヤラ クタ を 持つ て いる 場合 が びあ り ま す 。 
この だ め 、PCー1500 プ PCー1501 で 表示 され だ キヤ ラク タダ タ を プリ ント で き な い 、 あ る い は 違 つ だ キ 
ヤラ クタ を プリ ント する 、 と いう よう な 場合 も や 中 て きま す 。 

し だ が つて 、 CHRS 命 令 で コー ド を 指定 し て プリ ント を させ る 場合 は 、 プリ ンタ の キャ ヤラ クタ ・ コ 
ー ド を 確認 し 、 そ の コー ド を 指定 し て プリ ント させ て ぐだ さい 。 


@ 一 服 的 に プリ ンタ は 、PCー1500 プ PCー1501 の / 、 z を 印字 コー ド と し て 持つ て いま せん 。 
し だ が つて 、/ 、xz を 用 いて いる プロ プラ ム を リス ト し だ た 場合 、/ は SOR、z は P | と 印字 され ま 
す 。 

⑥⑯ その 他 (プロ グラ ムリ スト 時 の フォ ー マ ッ ト に つい て ) 
通常 、 本 機 に プリ ンタ を 接続 し 、 プ ロブ ラム を EU 字 させ だ 場合 で 、 プ ログ ラム 1 ライ ン が 2 行 以上 に 
な る と き 、2 行 目 以降 は 左端 すら 7 桁 目 が ら 印 字 が お こ な わ れ ま す 。 
だ だ し 、2 行 目 以 降 を 左端 の 桁 サ ら EU 字 する よう に 設定 する こと が で きま す 。 
(設定 万 法 は 14 ペ ー ジ を 参照 し て ぐだ さい 。) 
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4. ACKNLC 信 号 の 利用 
\】 
終了 コー ド の 自動 送出 の 選択 方 法 
プリ ント リス ト の フォ ー マ ッ ト 
ACKNLG 信 号 を 利用 する が どう が の 選択 、 1 行 分 の デー ツ を 送 つ た と き に 終了 コー ド を 送出 する か ガ ど 
う が ガ の 選択 、 お よび プロ ブラ ムリ スト 時 の フォ ー マ ッ ト の 選択 は 、 炊 の 命令 で おこ な うこ と が で きま す 。 
POKE &785 の 9, X (X は ヴ ~7 の 整数 値 ) 
この 命令 に お いて X の 値 ご より 、 上 記 の 選択 び お こ な わ れ ま す 。 
すなわち 、X の 値 を 2 進数 に 変換 し た と き の 各 桁 が 、 1 に お る 0 に な る か に よっ つて 、 選 択 び お こ な わ れ 


ます 。 


(2 進数 ) 
Xー | 3 桁 目 | 2 桁 目 1 桁 目 


] 0 


ACKNLG 信 号 は 利用 し ませ ん 。 


: ACKNLC 信 号 を 利用 し ます 。 

: プロ ブラ ム 1 ライ ン の 2 行 目 以降 は 左端 より 印字 し ます 。 

: プロ グラ ム 1 ライ ン の 2 行 目 以降 は 詳 か ら 7 桁 目 より 印字 し ます 。 
: 1 行 分 の デー 送出 後 終 了 コ ー ド の 送出 は お こない ませ ん 。 

: 1 行 分 の デー 送出 後 終 了 コ ー ド を 送出 し ます 。 


( 例 1) POKE &785 の , 5 5 は 2 進数 で 101 に な り ま す 。 し た が っ て 、 ご の 場合 の 選択 内 容 は 次 の よ 
うに な り ま す 。 
e 1 行 分 の デー 送出 後 終 了 コ ー ド を 送出 
e ブロ グラ ム 1 ライ ン の 2 行 目 以降 は 左端 より 印字 
eACKNLG 信 号 を 利用 


( 例 2) POKE &Z7850 の , 2 2 は 2 進数 で 010 に な り ま す 。 し た が つて この 場合 の 選択 内 容 は 次 の よう 
に な り ま す 。 
e 1 行 分 の デー タ 送 出 後 終 了 コ ー ド の 送出 は お こ な わ な い 。 
e ブログ ラム 1 ライ ン の 2 行 目 以降 は 左 か ら 7 桁 目 より 印字 
eACKNLG 信 号 は 利用 し ませ ん 。 


これ ら の 選択 内 容 は 、 電 源 を 切 つ だ 場合 で も 保持 され ます 。 
な お 、 本 機 こ PCー1500 プ PC ビー1501 を は じ め て 接続 し た こき 、 お よび 計算 機 に 「NEW の P : CHEC 
K」 て 表示 され だ と き は X を 2 に し だ 場合 と 同じ ( 倒 2 と 同じ ) 選択 内 容 に な り ま す 。 


5. イン ター フエ イス 仕様 


(1) コネ ワダ ・ コ ネ グ クツ タダ 信号 
] 
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コネ クタ ビン 配置 


説 明 
デー タダ を 出力 する だ め の ス トロ ー プ パル ス 
e 定常 状態 で は “ハイ "で 、 デ ー タ 出力 時 に “ロウ "に な り ま す 。 


DATA 1 
5 8 ビッ ト の デー タ 信 号 で 、 デ ー タ が 1 の と き に “ハイ "に な り ま す 。 

DATA 8 

ACKNLG e DSTB に 対す る 応答 信号 

e 定常 状態 で は “ハイ” で 、 “ロウ "に お る こと に より デー 入力 の 完 

了 を 示し ます 。 


BUSY | プリ ンタ の 状態 を 示し ます 。 


e “ロウ "で プリ ンタ が デー タマ を 受信 で きる 状態 に ある こと を 示し ます 。 
SIGNAL GND 信号 用 プラ ンド 
【 プ レー ムダ グラ ンド ) 


e プリ ン を 初期 状態 に する た め の 信 号 
ビー1500 プ P ビ ー1501 の 電源 ガザ オフ ガ ら オン に な つ だ と き 、 ま だ は 
オー ルリ セッ ト し た と き に “ロウ” パル ス を 出力 し ます 。 
(オー ト パ ワ ー オ フ 後 の 電源 オン 時 は 除き ます 。) 


Non-Conection (使用 し て いま せん 。) 


② マイ ミン グチ ャ ー ト 


電源 オン まだ は オー ルリ セッ ト (オー トバ パワー オフ 後 の 電源 オン 時 は 除く) 


プリ ン 々 6 側 信 号 


CE 162E 便 信号 


CE -162E 側 信号 


(ACKNLO) 了 プリ ンタ 側 信 号 


@ Ti ~T: の 時 間 


ACKNLG 信 号 を 見 な いと き | ACKNLG 信 号 を 見 る と き 
1.5ms 以 上 約 45zS 


15zS->50zS 15zS-<50/S 


と も に 次 の デー 出力 が 可能 に な る まで (BUS 
Y 信 号 が “ロウ "に な る まで て で ) 保持 され ます 。 


1.5ms 以 上 250zs 以 上 


4zS-30zS 


ACKNLG 信 号 を 見 る 見 な い ガ は 、 14 ペー ジ の 方 法 で 選択 する こと が で きま す 。 


3) 電気 的 条件 
④ 信号 レベ ル 

入力 信号 : T「 し レベ ル 

出力 信号 : TTL レ ベル (TTL 1C 1 個 の み ド ライ ブ 可 能 
© 入出 力 条件 

@ 入力 信号 


22 k1588L 1 相当 Vc 
て | 


BUSYー-> O 


M54514AP 相 当 


10k 


Vcc 
4.7k 


ACKNLG 一 一 > O 
M54514AP 相 当 


@ 出力 信号 


M54514AP 相 当 


2.8k 


10k 


上 2.8k 


すべ て オー プン コレ クダ に て 出力 し て いま す の で 、 プ リン タ 側 で 抵抗 ( 約 1 k@~10k @) に よる 
プル アッ プ (Pull up) が 秘 要 で す 。 


カタ カナ の 使用 に つい て 


本 機 は 内 部 に カタ カナ デー タ を 持つ て お り 、PCー1500 プ PCー1501 で 使用 する こと が で きま す 。 
本 機 と 計算 機 を 接続 し た あと 、 計 算 機 の [ カ ナ ] キ ー を 押せ ば 表示 部 に カナ シン ボル が 表示 され 、 カ ナ 入 力 
モー ド に な り ま す 。 この と き は 、 各 キ ー の 横 に 記さ れ て いる カタ カナ を 入力 する こと が で きま す 。 
な お 、 キ ー の 横 に 書 お れ て いる 文字 や 記号 で 、 薄 茶色 で 書か れ て いる も の は [SHIFT] キー に 続い て 押せ ば 入 
力 さ れ ま す 。 
また 、 ア イ ウ エ オ な お ど 、 文 字 の 上 に 薄茶 色 で m マー ク が 記さ れ て いる も の は [SHIFT] キー に 続い て 押し た 
と き 、 小 さい 文字 が 入力 され ます 。 
( 例 ) “シャ ー プ " の 入力 

ヨ [Cl [U]:(= コ - [wl。L6]: 5 


し カナ 入力 モー ド 設 定 し カナ 入力 モー ト 解 除 


( 注 ) 計算 機 に カナ モジ ユー ル C ビ -15/ が 取り つけ られ て いる 場合 で も 、 カ ツマ カナ の 使用 に 影響 は な ぐ 、 
まだ た 、4 キロ バイ ト の RAM も 使用 で きま す 。 


カセ ツ ト イ ンタ ー フ エイ ス 


本 機 カ セツ トイ ンタ ー フ エイ ス の 仕様 は 、 次 に 述べ ます 点 を 除い て 、 プ リン タン カセ ッ ツ ト イ ンダ ター フエ イ 
ス CE -150 の カセ ツ ト イ ンタ ダー フエ イス と 同じ で す 。 

し た が いま し て 、P ビ ー1500 プ PCー1501 の 取扱 説明 書 の 「 テ ー プ レコ ー ダ ー に 関す る 命令 」 「 計算 機 こ 
テー プレ コー ダー の 操作 万 法 」 な どの 項 を 参照 の うえ 、 ご 使用 へ だ さい 。 


1 . CE-150 と 本 機 の カセ ツ ト イ ンタ ー フ エ 
イス 仕様 の 違い 


④ CE-150 は リモ ー ト 端子 が 2 つ (REMO お よび REM 1 ) あり ます が 、 本 機 は CE-150 の REMO 
端 了 に 相当 する リモ ー ト プラ グ (黒色 プラ グ ) の み が あ り ま す 。 
し た が いま し て 、CSAVEー 1 、CLOAD- 1 な ど 、REM 1 端子 に 接続 され て いる テー プレ コ 
ー ダ ー の スタ ー ト ・ ス トッ プ を 制御 する 命令 で は 、 本 機 に 接続 され た テー プレ コー ダー の 制御 は で き 
ませ ん 。(〈CSAVE、CLOAD な ど 、 “一 1 ” の つが な い 命令 で 制御 され ます 。) 

② リモ ー ト 機能 を ラット する RMT ON 命令 お よび 、 リ モー ト 機 能 を 解除 する RMT OFF 命令 は 
本 機 の リモ ー ト 機能 に 対し て も 側 き ます 。 
な お 、 本 機 に は リモ ー ト スイ ツチ も つい て いま す 。 
し た が つて 、 リ モー トス イッ チ が ON 位置 で 、 かつ RMT ON 状態 の と き に リモ ー ト 機能 が 付き 、 
リモ ー ト スイ ッ チ が OFF 位 置か 、 あ る い は RMT OFF 状 態 の と き は 、 リ モー ト 機 能 が 働き ませ 
ん 。 


形 名 
紫 能 
リモ ー ト 用 電源 
作用 温度 
外 形 寸 法 
重 量 
付属 品 


仕様 


CE=T ORE 

プリ ンタ イジ ターフ エイ スス. ソラ プレ レン ター テイ ィ イシ 

の 7 パタ ー ブ 江 イス 

1.5V= (DC) : 単 3 タ イプ 乾電池 1 本 

0 で <40 で C 

幅 145mm( 本 体 部 分 115mm)X 興 行 90mmX 高 さ 27mm 

370g (電池 含む ) 

単 3 タ イプ 乾電池 1 本 、 固 定 ネ ジ 2 本 、 シ ャ ヤー プ サー ビス ・ お 客 様 ご 相談 窓 ロ ー 
覧 表 、 取 扱 説明 書 


上 位 4 ビ ッ ト p 
SEEIPIEIEIMEIE 内 EE 回 自民 
は lo| olelP| lp 上 | 還 |-| タ | 画 | 
に |1 ! 11AIO| al q | 下 | 月 |。| ア | チ | ム | 治 
"I2| | "2IBIRlplr| を 炎 F | イッツ | メ | 下 | 

3 #|31C|S| cls| 右 | 氷 | | ウ | テ | モ | 昭 

4| | |$|4|pITlgltl 入 || 、 ェ エト | ャ | 和 

5 %|5|E|U| e |ul 出 | 金 | .| オ | ナ | コ |* 

6 &|6|FIVI flv| 大 | ラ | ヵ | ニ | ヨ | 

7| | ||ZI@IWl 9 |w | 小生 | | キ | 刻 ラ | 

8 (18|HIXInlx| 中 | 年 | ィ |2| ネ | ワリ 

9 ) glilylily 瑞 合っ | ケン フル 

A| | i* Zz モチ モ 和 = ェ コ ハレ | | | 

B +| : |KIZ | kl 日記 る | ぇ | サ | ヒ | ロ 

ー + ョ | 

C <| し |\ 品 | 本 | ャ | シ | フ | ワ | 

D| | |-|=|M| zlmli 時 | 点 | ュ | ス | へ > 

E >|N|Aln|~1 タ lalel ホ | パ 

F| | | ノ |elO|_|o| 画 秒 民 | ッ リ レミ マ | ・ 


e ピピ ー1500 プ P ビ ー1501 と 本 機 を 接続 し だ 場合 、 ピ びー1500 プ PCー1501 で 上 記 の キャ ヤラ クタ を 表示 さ 
せる (使用 する ) こと が で きま す 。 


アフ ター サー ビス に つい て 


座 修 理 を 依頼 され る と き は 

修理 は 、 お 買い あげ の 販売 店 に 、 本 機 の 品名 (イン ター フェ イス ) 、 形 名 (CEー162E ) お よび 改 障 状態 

を ぐ わ し ぐ ご 説明 いた だ いて 、 お 申し つけ ぐだ さい 。 

ご 転居 ・ ご 贈答 品 な ど で お 買い あげ の 販売 店 に 修理 を 依頼 する こと が で き な い 場合 は 、 も より の シャ ー プ 

お 客 様 ご 相談 窓口 こ に お 問い 合わ せ ぐ だ さい 。 

南 製 品 の 保証 に つい て 

④ ご この イン ター フェ イス は 取扱 説明 書 の 巻末 に 保証 書 が つい て いま す 。 保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 
記入 い だ し ます の で 、 内 容 を よ ぐ お 読み の うえ 大 切 に 保存 し て ぐだ さい 。 


② 保証 期間 は 保証 書 に 記載 され て いる 期間 で す 。 
保証 書 の 記載 内 容 に より お 買い あげ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 会 社 が 修理 いた を し ます 。 ぐ わし ぐ は 
保証 書 を ご 覧 くだ さい 。 


③ 保証 期間 中 の 修理 な お ど ツ フタ ー サ ービス に つい て お わが り に な ら な い 場 合 は 、 お 買い あげ の 販売 店 、 
まだ は も より の シャ ー プ お客様 ご 相談 窓口 こ お 問 い 合 わせ ぐだ さい 。 

④ 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 修 理 に ょ つて 機能 が 維持 で きる 場合 は お 
客 様 の ご 要望 に より 有料 修理 い だ し ます 。 

欠 お 問い 合わ せ は 

ご の 製品 に つい て の ご 意見 、 ご 質問 は も より の お 客 様 ご 相談 窓 ] (技術 セン ター) へ お 申し つけ ぐ くだ さい 

付属 の 「 シ ヤー プ サ ー ビ ス ・ お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 の と お り 、 企 国 に お 客 様 ご 相談 窓 唱 (技術 セン タ 

ー) を 設け て お り ま す 。 
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保 証 書 (保証 規定 ) 


本 書 は 、 本 書記 載 内 容 で 無料 修理 を させ て 頂く こと を お 約束 する も の で す 。 

保証 期間 中 に 故障 が 発生 し ただ 場合 は 、 製 串 と 本 書 を ご 持参 、 ご 提示 の 上 、 お 買上 げ の 販売 店 に ご 依頼 くだ 
さい 。 

お 買上 げ 年 月 日 、 販 売店 名 な ご ど 記入 も むね びあ り ま す と 無効 こ - な が り ま す 。 邊 ざ ず ご 確認 いた だ き 、 記 入 の な い 
場合 は お 買上 げ の 販売 占 に お 申し 出 こ だ さい 。 

ご 転居 ・ ご 贈答 品 な ど で お 買上 げ 販 売店 に 修理 を ご 依頼 で き な い 場合 は 、 製 品 に 同 机 し て お り ま す 「 シ ャ 
ー プ サー ビス ・ ず お 客 様 ご 相談 礼品 一 覧 表 」 を ご 覧 の 上 、 も より の サー ビス 会 社 へ ご 持参 くだ さい 。 

本 書 は 再発 行い た し ませ ん 。 だ いせ つ に 保管 し て ぐだ さい 。 


(無料 修理 規定 〉 

1 . 救 扱 説明 書 ・ 本 体 注意 ラベ ル な ご どの 注意 書 に し だ が つ だ 正常 な 使用 状態 で 、 保 証 期 間 内 に 故障 し だ 場 
合 に は 、 お 買上 げ 敷 売店 、 ま だ は 社 サー ビス 会 社 が 無料 修理 いた し ます 。 

2. 保証 期間 内 で も 次 の 場合 こ に は 有料 修理 と な り ま す 。 

( イ ) 本 書 の ご 提示 が な い 場 合 。 

( 口 ) 本 書 に お 買上 げ 年 月 日 ・ お 客 様 名 ・ 販 売店 名 の 記入 が な い 場 合 、 ま だ は 字句 を 書き 換え られ だ 場合 。 

(/ \) 使用 上 の 誤り 、 ま だ は 不当 な 修理 や 改造 に じ による 故障 ・ 損 傷 。 

( 二 ) お 買上 げ 後 に 落 こ され だ 場合 な ど ご に よ る 改 障 ・ 損 傷 。 

( ホ ) 次 災 ・ 公 害 お よび 地震 ・ 風 水害 その 他 天 災 地 変 な ど 、 外 部 に 要因 が ある 改 障 ・ 損 傷 。 

(へ ) 電池 の 溢 も れ に よる 改 障 ・ 損 傷 。 

( ト ) 消耗 品 (乾電池 ) が 損耗 し 取り 替え を 要する 場合 。 


3. 本 書 は 日 本 国内 に お いて の み 有 効 で す 。 
(THIS WARRANTY CARD は ONLY VALID FOR SERVICE IN JAPAN) 


大 この 保証 書 は 本 書 に 明示 し だ 期間 ・ 条 件 の も と に お いて 無料 修理 を お 約束 する も の で す 。 し だ が いま し 
て ご この 保証 書 に よ つ て お 客 様 の 法律 上 の 権利 を 制限 する も の で は あり ませ ん の で 、 保 証 期 間 経過 後 の 修 
理 な お ど に つき まし て お わが ガ り に な ら な い 場 合 は お 買上 げ の 販売 店 、 ま だ は シヤ ー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に 
お 問い 合せ くだ さい 。 


修理 メモ 


ツ ャ ー が 株 式 会 


社 吉 545 大 阪 市 回 倍 野 区 長池 町 z2-22 


産業 機器 事業 本 部 吾 639-11 


国内 産 機 営業 本 部 


電話 (06) 621-1221( 大 代表 ) 

奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 団 492 
電話 (074353-5521( 大 代表 ) 

吉 162 東京 都 新宿 区 市 合 八幡 印 6 番地 


電話 (03)260-1161( 大 代表 : 


プロ グラ ム や 製品 、 機 能 に つい て の お 問い 合わ せ は 下記 へ ……… 


ジャ - メ ビジ ネス 林 式 芸 社 


幸 545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 困 22-22 電話 (06)621 


札幌 支店 吾 063 札幌 市 西区 二 十 四 軒 1 条 / 丁目 3 番 1/ 号 
仙台 支店 吾 983 仙台 市 6 十 目 字 本 新 田 東 2 番地 の 1 
字 都 宮 支 店 吾 320 宇都 宮 市 不動 前 4 目 2 番 41 号 
東京 支店 吉 130 東京 都 墨田 区 原 2 丁目 12 番 3 号 
千葉 支店 翌 280 十 華 市 南 印 1 丁目 5 番 20 号 

横浜 支店 吾 235 横浜 市 磯子 区 中 原 1 丁目 2 番 23 号 
埼玉 支店 避 330 埼玉 県 大 宮 市 宮原 団 2 丁目 10/ 番 2 号 
新潟 支店 埋 950 新潟 市 上 所 中 1 丁目 / 番 21 号 

長野 支店 吉 380 長野 市 中 御所 2 丁目 11 番 3 号 

名 古屋 支店 幸 454 古屋 市 中 川 区 山王 3 本目 5 番号 
金沢 支店 吉 321 石川 県 石川 郡 野々 市 団 字 御 経塚 男 1096 の 1 
大 阪 支店 如 556 大 阪 市 混 速 区 恵美 須 西 1 」 目 2 番 9 号 
京都 支店 幸 501 京都 市 南 区 上 鳥 泌 管 田 有 48 番 地 
神戸 支店 豆 558 神戸 市 東灘 区 豆 崎 北 団 1 丁目 6 番 18 号 


広島 支店 吾 731 01 広島 市 安佐 南 区 移 園 町 大 字 西 原 2243 番 地 の 1 


高松 支店 圭 /60 香川 県 高松 市 木 太 町 1861 番 地 の 3 
福岡 支店 専 816 福岡 市 博多 区 井 相田 2 丁目 12 番 1 号 


沖縄 支店 圭 900 沖縄 


ー1221( 大 代表 ) 


電話 (011)641-3631 
電話 (0222)88-9151 
電話 (0286)37-3576 
電話 (03)625-5111 
電話 (0472)63-4043 
電話 (045)751-3215 
電話 (0486)63-5159 
電話 (0252)83-1795 
電話 (0262)23 一 4618 
電話 (052)332-2631 
電話 (0762)43-1240 
電話 (06)643-3021 
電話 (075)661-7335 
電話 (078)452 8531 
電話 C082)874 -4925 
電話 (0878)3-4255 
電話 (092)52-2611 


県 秘 覇 市 明 2 丁目 10 番 地 の 1 


電話 (0988)61 


修理 な ど ア フタ ー サ ービス に つい て の お 問い 合わ せ は 下記 へ …… 


シヤ ャ ヤー プ ブ お 客 様 ご 


札 幌 技術 セン ター 
仙 台 技術 セン ター 
字 都 宮 技術 セン ター 
新 潟 技術 セン ター 
東京 第 1 技術 シン ター 
東京 第 2 技術 セン ター 
東京 第 3 技術 シン ター 


吉 (063) 札幌 市 西区 二 


十 四 軒 1 条 / 丁目 3 番 1/ 号 


雪 (983) 仙台 市 6 丁目 字 本 新 田 東 2 番地 の 1 
吉 (320) 宇都 宮 市 不動 前 4 丁目 2 番 41 号 
吾 (950) 新潟 市 上 所 中 1 丁目 / 番 21 号 


雪 (130) 冥 京都 土 還 区 
震 (164) 東京 都 中 脚 区 
雪 (143) 東京 都 大 田 区 


石原 2 丁目 12 番 3 号 
南台 3 丁目 45 番 13 号 
南馬込 1 丁目 5 番 15 号 


大 宮 技術 セン ター 避 (330) 大 宮 市 宮原 町 2 丁 妥 107 番 2 号 


横 浜 技術 セン ター 
名 古屋 技 術 セ ンタ ー 
金 沢 技術 セン ター 
大 阪 第 1 技術 セン ター 
大 阪 第 2 技術 セン ター 
技術 セン ター 
技術 セン ター 
技術 セン ター 
技術 セン ター 
技術 セン ター 
技術 シン ター 


周 章 日 田 前 測 韻 
名 一 陣 三 享 咽 


吉 (235) 横浜 市 磯子 区 
寺 (454) 名 古屋 市 中 川 


中 原 1 丁目 2 番 23 号 
区 山王 3 丁目 5 番 5 号 


電 (921) 石川 県 石川 郡 野々 市 町 字 御 経 板 町 1096 の 1 


幸 (556) 大 阪 市 浪速 区 


恵美 須 西 1 丁目 2 番号 


悪 (56/) 茨木 市 鮎川 5 丁目 15 番 3 号 


幸 (658) 神戸 市 東灘 区 
雪 (601) 京都 市 南 区 上 
圭 (761-01) 高松 市 高松 
電 (700) 岡山 市 米 候 字 


魚崎 北町 1 丁目 6 鼻 18 号 
鳥 導 管 田町 48 番 地 

A 町 3009 番 地 の 4 

東 ノ 町 66 の 2 


副 (731 -01) 広島 市 安佐 南 区 移 園 団 大 字 西 原 2249 番 地 の 1 


各 (⑧16) 福岡 市 博多 区 


井 相 田 2 丁目 12 番 1 号 


島 技術 セン ター 補 (690) 鹿児島 市 鴨池 新町 12 番 1 号 


ー7360 


談 窓口 (技術 セン ダー) 


電話 (011)641-0751 
電話 (0222)68-9161 
電話 (0286)34-0256 
電話 (0252)84 -6023 
電話 (03)624 -7475 
電話 (03)382-9161 
電話 (03 う 777-8851 
電話 (0486)66 一 7220 
電話 (045)753-9583 
電話 (052)332 2671 
電話 (0762)49 -9033 
電話 (06)644-1191 
電話 (0726)34-4683 
電話 (076)452-1762 
電話 (075)681 -9551 
電話 (0878)43-3711 
電話 (0862)43-5660 
電話 (082)874-6100 
電話 (032)572-261/ 
電話 (0992)59 一 0628 


4H1.6T(TINSJ4183CCZZ)③ 


シヤ ー ブ イ ンマ ー フ エイ ス 保 証書 


(WARRANTY CARD) 


ロロ 名 インター フエ モエ イズ 
形 名 GE—162E 
保証 期間 お 買上 げ 日 より 本 体 1 年 間 
(VALIDIT や ) (FULL 1 YEAR AFTER PURCHASE) 
お 買上 げ 日 昭和 年 月 日 
(PURCHASE) = 
ご 芳名 様 
07 ー 
| 本 
客 ご 住所 
電話 番号 | ( ) 0 


取扱 販売 店 名 ・ 住 所 ・ 電 話 番号 


印 


が ャ ーー 株式 会 社 


産業 機器 事業 本 部 加 昌 き 


〒639-11 奈良 県 大 和 郡 山 市 美濃 庄 町 492 


電話 (07435)3 一 5521 番 陸 芋 


4 
『 


XX 
Hf 


